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業者選びのポイント





このサイトでは、店舗デザインを依頼する際にどこに行うのが正解かこれを知るための情報と様々な疑問を解決することができる方法を詳細に解説しています。
自分が求める店舗を成功させるデザインを行うためには、知識と経験だけではなくセンスを持っている業者を選ぶことが重要です。
またコンセプトを明確にすることで、自分のイメージを的確に表現することができるようになります。
これらの重要性を具体的に例を挙げながら実例を交えて解説しているのが、このサイトの特徴です。




店舗デザインはどこに依頼するのが正解？よくある疑問を分かりやすく解決！


[image: 店舗デザインはどこに依頼するのが正解？よくある疑問を分かりやすく解決！]
成功できる店舗デザインを行うことができるかどうかは、その業者の選び方にあると言っても過言ではありません。
もしその選び方がわからないと言うことも多いため、実際には自分が納得できる店舗デザインを実現できないと言うことも多いものです。
これを避けるためには、良い業者の選び方を知っておくことが重要です。
様々な疑問を解決することができる情報を得ることで、自分の理想の店舗デザインを具体的に実現できる業者を見つけることができるばかりでなく、自分自身の音色も明確にすることができるため、非常に重要なものとなります。
これらの店舗デザインの疑問は事前にできるだけ解決しておくことが良い方法でもあるため、業者選びをする際にはこれを実現することが非常に重要なポイントとなっています。






店舗デザインの内装は地味なものが良いことも少なくない
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将来的にお店をオープンした場合、そのお店で何を販売するかあるいはどういったサービスを提供するかはとても重要です。
それらが決まった上で、次に重要になるのは店舗デザインになります。
店舗デザインとは、お店のデザインのことを意味していますが、一見簡単そうで奥が深いのが特徴と言えるかもしれません。

例えば、今流行のデザインにしたところでお客さんが入ってくるとは限りません。
なぜなら、そのお店とコンセプトが一緒でない可能性があるからです。
今流行のものが例えば和風のものであった場合洋風の家具屋さんではそれは使えないでしょう。
それよりも、どのようなお店にしたいかを明確にした上で、その見た目を決めるのが良いです。

内装デザインを決める事は、それほど難しいことではありませんが、簡単なことでもありません。
そのため、普通に試合よりすぎて変なものにしてしまう可能性があるならば、思い切ってシンプルなものにした方が良いこともあります。
シンプルなものは非常に単純でお客さんの入りにあまり影響はないと思われるかもしれませんが、まずは試してみるのが良いです。
見た目に対して、あまりこだわりを見せすぎないことも1つの方法と言えるわけです。





繁盛店を目指すための店舗デザインのポイントとは


新たに店舗を新築したり古いショップ内をリニューアルする場合には、専門の会社に内装のデザインを考えてもらうのがポイントです。特に実績豊富な会社は、美容室やレストランにも最適な店舗デザインを提案することができます。
ぬくもりを感じさせる店舗デザインを選ぶと、スタッフも快適な環境で働ける上に集客力もアップします。業態別に施工事例を参考にすると、手ごろなプランを選ぶことが可能になります。一方で店舗をリニューアルする場合には、工事の予算が限られている場合が多いです。ゴージャスなプランよりもシンプルな施工内容を選ぶほうが、効率的な店舗経営につながる可能性が高いです。サポートが充実した施工会社を選ぶと、納得の行くまで設計内容を変更して施主のニーズに対応してくれます。撤去が容易なプランを選ぶと、時代の変化に合わせて店舗をリニューアルすることも容易になります。将来を見据えてプランを考えることが、良い店舗デザインを見つけるコツです。





店舗デザインと建設を行う業者の違いについて


街を歩いていて、よく目にするのが綺麗にデザインされた様々なお店です。色々な業種に合わせて、機能的に作業ができるような構造をもち、かつお客さんが入りやすいようだデザインとなっています。したがって、私達が一般住宅の建設を行う場合とは異なる視点での店舗デザインが必要となってきます。忘れてはならないのことに、お店ごとに様々な目的が大きく違い美的観点からの検討を行わなければなりませんので、店舗デザインは店舗建設と中の一つというわけではなく基本的に独立したものとして扱われる事があります。
従って店舗を作る際には、デザインを行う設計事務所と実際に施工を行う施工業者が、基本的には分離して運営されています。当然この2つを一緒に行う会社もありますが、色々な設計を比較するという観点からは独立した所に頼むというのが賢い選択かもしれません。ただ両方を行う業者であれば、いろいろなデータの受け渡しなどが簡単に済みますので間違いが起きる可能性は低くなります。





店舗デザインを実施するメリットを理解しよう


店舗デザインには多くのメリットがありますが、そのなかでも特に大きいのは集客力アップを見込めることです。
客足に関係する要因は商品やサービスの良し悪しだけではありません。顧客は店の雰囲気なども含めて総合的に店の価値を決めます。店の雰囲気も影響力があり、それを左右する要因として欠かせないのが店舗デザインというわけです。ただし、やみくもに実施しても高い効果は得られません。集客に結び付けるには、ブランディングまで視野に入れた取り組みが必要になります。たとえば、優しいテイストの店にしたければ、膨張色をメインにカラーリングすることが基本です。スタイリッシュな店が良ければ、寒色を取り入れることも有効な方法になります。言い換えると、このように店のカラーリング一つで顧客への印象を改善できます。したがって、マーケティングの手法として検討できることもメリットの一つです。アイデア次第で店の特色をかなり豊かなものにできるでしょう。





集客アップのための店舗デザインと優良業者


居抜き物件を安く購入するなど、いろんなお店の経営の仕方がある中で、コストを抑えつつ、魅力的なお店を作っていくことが重要になります。店舗デザインを考えていくときに、今あるものを有効活用していくことはコストを抑えることにつながります。
優良業者を見つけることにより、料金を安く抑えつつ、リフォームを行って、魅力的な空間を作っていくことができるようになります。店舗デザインに注目していき、いろんなお店作りを行ってきた業者に依頼をすることで、希望を伝えて希望にあった形のお店を作ってくれます。また、実績がある分ノウハウを生かして、集客アップにつながるようなデザインを考えていくなど、魅力的な空間を作っていけます。今までにはない個性を感じるお店を作りたいときなど、実績があると提案力もあるため、スタッフに安心して任せていけるようになります。トラブルが起こらないようにするためにも、相談がしやすいスタッフを見つけてじっくりと話をしていくことも必要です。





新店舗開業に向けて店舗デザインをプロに任せるにはインターネットは重要


店舗経営を新規に行う方や既に経営をしていて移転をしたり新店舗を設ける場合、店舗をリニューアルしたい場合では、店舗デザインから施工まで一貫して仕事をするプロの会社が存在しているので、任せることで集客力の高い店舗にすることができます。このような店舗デザインの会社はインターネット上に公式サイトを開設していることが多いので、まずは店舗の住所に対応する会社選びをすると共に、複数の会社のサイトを比較検討することが最善策です。
サイト上にはこれまで手掛けてきた店舗デザインの事例を多数紹介していることが多く、イメージしやすいように複数の写真を提示しているものなので、オーナー自らの感性や営業する店舗のジャンルなどを見極めて最適に感じる会社に相談をすることで後から後悔しないデザインを作り上げてもらえます。勿論、会社側のスタッフと事前に十分な打ち合わせをすることと、契約前に完成予想図をグラフィックで確認できる会社であれば信頼して任せることができます。






集客につながる店舗デザインはお客様目線で考えよう

  店舗デザインを考えるときには、お客様目線になることが何より大切です。そもそも売り上げアップにつながるデザインにすることが大切なので、お店の来客の立場で考えていきましょう。

まず動線に関して、勿論施主やスタッフが動きやすいことも重要ではあります。しかし客側がスムーズに歩けるレイアウトにすることが基本です。そして商品がよく見えるような棚作りや照明も重要になってきます。
お客様が無理なく自然に視界に入ってくる高さの棚を設置します。細かな商品や色合いなども的確に見えるような照明の工夫が必要です。
暗すぎる店内では商品が見えにくいだけでなく、客の購買意欲も低下してしまうのでよくありません。照明の位置や角度、ライトの強さなども売り上げアップの鍵を握ります。

店舗デザインはそのほかにも、床や壁の色味も慎重に考えましょう。暖色系やホワイト色は、店内が明るく広く感じるというメリットもあります。店の商品や雰囲気に合うクロスにすることで、来客者も好印象を持つはずです。


 

スーパーの店舗デザインは購買意欲と雰囲気を両立させる

  日々の食品と日用品を購入するスーパーの店舗デザインは、購買行動を意識したレイアウトと地域に馴染んだ内装が求められます。
消費者にとって最も身近な物を販売する店舗ではそれだけ購入される商品も多くなるため、利便性と購買意欲の向上を図ることが売り上げにもつながります。
需要の高い生鮮食料品から順に導線を左回りに設計するのもその方法のひとつですが、野菜売り場にドレッシングを置くといった関連性の高い陳列を可能にすることも購買意欲を高めるうえで重要です。
また、地域の住民が高頻度で利用する施設はその地域の雰囲気に合う店舗デザインであることも大切です。その地域が活気ある土地なら賑やかな商店街をイメージした明るい内装が向きますし、百貨店などおしゃれな商業施設の一角なら落ち着いた雰囲気を演出する方が馴染みます。
スーパーは冷蔵陳列棚に別途照明が付いていることも多いので、店舗デザインの際は商品部門に合わせた照明配置も考慮しましょう。


 

店舗デザインを施す際には回転率を意識することが大切

  店舗デザインを施す際には、回転率を意識して設計を行なうことが大切です。新規で出店を行ったり、既存店舗のリニューアルを施したりといった感じで、店舗デザインを施す機会には様々なものが挙げられます。
どのような目的でデザインを施すのであっても、売上向上に繋げられなくては意味がないでしょう。派手な装飾を用いたり、豪華な内装を施したりしていっても、回転率が向上していかなくては、日々の売上が向上することはありません。
カウンター席を多く設けたり、1人で使える座席を増やしたりするなど、自然な形で来店客が回転していくような仕組みを構築することが大切です。店舗デザインを特集するサイトには、過去の事例を紹介するものも多く見られます。
幾つかの事例を見比べていった後、気に入ったタイプを見つけた際には、気軽に相談に伺うのが良いでしょう。殆どのデザイン会社では、無料で受けられる事前相談会を開催しています。
自社が求めるデザインについてを、どの程度の予算や期間で構築させていけるのかを、前もって把握することが可能です。
店舗デザインが優れていることは、来店客の回転数を向上させるだけではなく、メディアに取り上げられるようになるなど、様々な効能をもたらします。入念な検討を行い、納得のいくデザインの構築を目指すことが大切です。


 

店舗デザインのシミュレーションのポイント

  飲食店やヘアサロンの経営者が売り上げの低迷を実感した場合には、リニューアルで店舗のイメージを一新するのが一般的です。
また店舗デザインを決める場合には、建築事務所などに複数のプランを提案してもらうことも多いです。建築事務所が用意した店舗デザインのプランを比較するときには、来店のしやすさに加えて働きやすさも重視するのがポイントです。
スタッフの動きをシミュレーションすると、機能的な店舗にリニューアルすることができます。特にレストランや居酒屋の場合には、座席数を増やしたり客の回転率を高めることが大きな課題です。
飲食店の店舗デザインに強い会社と相談すると、収益性のアップにも役立つプランを提示してもらえます。内装がゴージャスな施工内容であれば、客単価のアップで売り上げを増やすことも容易です。
一方で物販店のデザインでは、商品のレイアウトを重視するのが理想的です。既存の設備を最大限に使うプランを選ぶことで、改装コストを最小限に抑えられます。


 

魅力的な店舗デザインをするなら照明も重視すべき

 店舗デザインにはコンセプトや動線など重視すべきポイントがいくつもありますが、照明もそのひとつであることを忘れてはいけません。
例えば木目を活かしたセピア調の内装をする場合、間接的に白熱ライトで明かりを点けるのと、天井全体からに白いLEDを点けるのとでは全く雰囲気が異なります。
クリニックや治療院のように清潔感が求められる店舗デザインであれば、木目を使いつつも色温度の高い白い光を用いるのが適していますし、カフェやバーなどのおしゃれな飲食店であれば演色性を意識した白熱球の光が適しています。
また、提供する商品によって色温度と演色性を使い分けることも重要です。例えば食品は演色性の高い光で照らす方が美味しそうに見えますが、ファッション雑貨や文房具は色温度の高い光で照らす方が色調の視認がしやすいです。
店舗面積に余裕がある場合は局所的な照明器具の使用で商品を魅力的に見せる方法もあるので、店舗デザインの際は光源の配置にも気を配りましょう。

 
 


飲食店の店舗デザインで重要になるものとは

  飲食店の店舗デザインは、成功するかどうかに大きな影響を与える要素の一つです。顧客に快適で魅力的な空間を提供することは、競争の激しい飲食業界で差別化を図り、集客を増やす鍵となります。

まず店舗デザインの重要な要素の一つは雰囲気です。食事だけでなくその場の雰囲気も楽しむ場所として訪れることが多いため、内装や照明などが雰囲気に大きな影響を与えます。
例えばロマンティックなデート向けのレストランと、カジュアルなファーストフード店の内装は異なるべきです。顧客の好みや店のコンセプトに合った雰囲気を作り出すことが重要です。

次にエルゴノミクス（人間工学）が重要です。席の配置や椅子の快適さなど、顧客がくつろげる環境を提供することは、リピーターを獲得し、口コミでの評判を高めるのに役立ちます。スタッフの作業効率を向上させるためにキッチンやサービスエリアのデザインも考慮されるべきです。

衛生面も見逃せません。飲食店は食品を提供する場所であり、食品安全に対する信頼性が求められます。清潔で衛生的な環境を保つための設計要素や、手洗い設備の設置などが必要です。

ロゴやカラースキームなどのブランディング要素も店舗デザインに重要です。これらの要素は顧客に店のアイデンティティやメッセージを伝え、印象付ける役割を果たします。一貫性のあるブランディングは、顧客の認識と信頼を高めます。


 

店舗デザインではカラーリングに気を使うことも大切

  店舗デザインでは、カラーリングに気を使うことも大切です。店舗を訪れる顧客の嗜好に見合った色合いは、リピーターを募ることに繋がっていくからです。
おしゃれなカフェやバーには、クールなイメージを来店客にもたらす寒色が良いでしょう。無機質な感じのインテリアデザインと組み合わせれば、若い層に支持されていくことも有り得るからです。
店舗デザインを特集するサイトには、業態や規模ごとに、過去にデザイン事例の紹介を行うものも見られます。幾つかの事例を見比べていった後、気に入ったデザインを見つけた場合には、気軽に相談してみることも大切です。
店舗デザインを専門に扱う会社では、過去の事例を元にした、カラーリングの相談も行います。自店が扱うサービスや、ターゲットとなる顧客に適した店舗デザインと共に、店内の色合いについての相談を行うことが出来るのです。
デザインを依頼する際には、アフターメンテナンスについても伺った方が良いでしょう。特殊素材を用いた施工では、修繕に時間を要することも有り得ます。
店舗に問題が起きた際に、適切な対処を行って貰えるかを含めた形で、デザイン会社を選んでいくことが大切です。


 

工務店に店舗デザインの構築と工事を依頼するコツ

  小規模な飲食店やヘアサロンの店舗のリニューアルでは、地域に密着した工務店を活用することが多いです。特に設計と施工の実績が多い工務店は、魅力的な店舗デザインを提案することが可能です。
最初に店舗経営者が希望する条件を明確にすることが、店舗デザインのプランを構築する場合のスタートラインです。
しかし従業員数名程度のヘアサロンが改装をする場合には、あまり工事に資金を使えないという問題もあります。そのために店舗の内装をリニューアルする場合には、複数の会社に見積もりを依頼することもよくあります。
見積もりの内容を比べるときには、金額に加えて集客力アップに役立つかどうかもチェックするべきです。更にスタッフの動きやすさにも注目すると、労働環境の改善にも役立つ工事が行えます。事前に内装材の見本をチェックすると、最適なプランを選べます。
既存の設備も上手に再利用して、店舗デザインと工事の費用を最小限に抑える方法もあります。


 

成功する店舗デザインの秘訣を海外のトレンドから学ぶ

  海外の店舗デザインは、世界中で注目を集めており、独自のトレンドとスタイルを持っています。ここでは、海外の店舗デザインから学ぶべき成功の秘訣について紹介します。

外国において多くの成功した店舗は、ブランドのストーリーを物語として表現しているので店舗内で商品やブランドの背後にある物語を伝えるデザイン要素を活用してみるのがポイントでこれは顧客との共感を生み出し、ブランド忠誠度を高めます。

また、持続可能性への関心が高まっている今日、外国の店舗は環境に優しいデザインを重視していて天然素材の使用、エネルギー効率の良い照明や再利用可能なディスプレイなどが取り入れられています。

さらにSNSの影響力はますます高まっており、最近の店舗はInstagramなどのプラットフォームで写真映えする店舗デザインを取り入れていてカラフルな壁やアートインスタレーション、独自のハッシュタグを設定することで顧客が自身の体験を共有しやすくなります。

グローバルなデザインから学ぶことは多く、これらの要素を自身の店舗に取り入れることで、顧客の魅了と忠誠度を高めることができます。トレンドを把握し、独自のアイデアを加えながら店舗デザインを改善していきましょう。


 

店舗デザインをセルフで行いできるだけ出費を減らす

 新しくお店をオープンする場合、デザイナーを入れて店舗デザインを依頼する方法もありますが、お金が掛かります。
ただでさえ出費が嵩む中、セルフでデザインしてしまう選択肢もあるかもしれません。そもそもそのお店を開こうと考えた時に、自分の理想というものがあったはずなので、難しい事ではないでしょう。
しかし、店舗デザインも理想と現実があり、プロを介さないとしたらしっかりとした勉強が必要となります。
つまり飲食店なら食品衛生法の観点であったり、冷暖房と風の当たり方などの影響も考えなければならないからです。
一つの手としては、既存店舗をルールの観点から観察して見て周り、それを生かして自分の店舗デザインを行うという方法があります。
あくまでも参考にするという事にすれば何の問題もありません。また、本やネットから情報を仕入れてそれを生かしても良いでしょう。セルフでやるからには抜けもあるかもしれませんが、最終段階でプロにチェックしてもらえば良いのです。

 
 



人目を惹く店舗デザイン


店舗デザイン 名古屋
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新着情報






	


  ◎2023/11/1

情報を更新しました。

＞飲食店の店舗デザインで重要になるものとは

＞店舗デザインではカラーリングに気を使うことも大切

＞工務店に店舗デザインの構築と工事を依頼するコツ

＞成功する店舗デザインの秘訣を海外のトレンドから学ぶ

＞店舗デザインをセルフで行いできるだけ出費を減らす






  ◎2023/01/11

情報を更新しました。

＞集客につながる店舗デザインはお客様目線で考えよう

＞スーパーの店舗デザインは購買意欲と雰囲気を両立させる

＞店舗デザインを施す際には回転率を意識することが大切

＞店舗デザインのシミュレーションのポイント

＞魅力的な店舗デザインをするなら照明も重視すべき







 ◎2022/3/15
情報を追加しました。

＞繁盛店を目指すための店舗デザインのポイントとは
＞店舗デザインと建設を行う業者の違いについて
＞店舗デザインを実施するメリットを理解しよう
＞集客アップのための店舗デザインと優良業者
＞新店舗開業に向けて店舗デザインをプロに任せるにはインターネットは重要


◎2022/1/14

サイトを公開しました
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